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議会報告 

令和 4 年第 4 回立川市議会定例会が 11 月 29 日から 12 月 20 日迄の会期で開かれました。今定例

会では市長提出の補正予算、条例改正、契約変更、指定管理者の指定、人事などの議案が可決・承

認・同意されました。一般会計補正予算では、燃やせるごみ専用袋の全戸配布、18 歳までの子ど

もを養育している世帯への応援金、学校給食の食材費高騰対策としての追加補助など、立川市総

合緊急対策に盛り込まれた支援事業の費用や、国の出産・子育て応援などが計上されました。 

なお、山本みちよ議員は 12月 2日、一般質問に立ち、①子育て支援について②未来ある子どもた

ちのために③市民の健康と生命を守るために の大きく 3項目について質疑を行いました。（一般

質問の要旨は中面に掲載） 

令和 4年 11月 1日、公明党立川市議団は、清水庄平立川市長に令和 5年度の予算要望書を提出

しました。持続可能なまちづくり・子育て支援・地域防災力の向上・健康長寿を目指してなど、

全 82項目にわたる要望書となりました。ひとつでも多く実現するよう取り組んでまいります。 

 

令和 5 年度 予算要望書を提出！ 

＜主な要望項目＞ 

 
 産後ケア事業の拡充 

 一時預かり保育料の負担軽減 

 帯状疱疹ワクチンの予防接種費用の助成 

 ヤングケアラー支援の推進 

 中学生広島平和学習派遣事業の拡充 

 いじめ・不登校対策の強化 

 個人賠償責任保険事業の導入(認知症家族への支援) 

 補聴器の購入費助成制度の導入 

 ゼロカーボンシティ宣言の表明 

 
『帯状疱疹ワクチンの予防接種費用助成』を求める緊急要望書を提出！ 

12月 20日(火)、公明党立川市議団として「帯状疱疹ワクチンの予防

接種費用助成」を求める緊急要望書を清水庄平市長へ提出しました。 

市民の関心も高い帯状疱疹ワクチンの予防接種ですが、ワクチン接種

費用が高額な為に見送っているとの声が届いています。 

山本みちよ議員は令和 4 年第 2 回定例会、第４回定例会の一般質問

でも質疑を重ね早期導入を求めてきました。 

この助成事業については、国と都でも議論が進んでいます。一日も早

い実現を目指し、ネットワーク政党として取り組んでまいります！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

厚労省の調査開始以来、出生数は過去最少となり、少子化対策は待った

なしの課題。公明党は、子ども政策を政治の柱に据えた社会の実現と少子化・

人口減少に対する具体策として『子育て応援トータルプラン』を発表。政府の

総合経済対策で『出産・子育て応援交付金事業』として妊婦・子育て家庭への伴

走型相談支援と経済的支援を一体的に実施する。 

利用料金について、現在、半日単位となっている時間区分を見直し、短時間利用に合わ

せたものとなるよう検討する。 

これまでも各園の情報提供や申し込み書類のダウンロードなど利便性向上を進めてきた

が、利用料金の見直しの声も多くいただいている。ニーズに沿った利用料金体系にならないか。 

一時預かり保育とは保護者の入院や短時間就労、育児疲れのリフレッシュなど理由を問

わず保育園等で一時的に子どもを預けることができるサービス。子育て世代にはニーズの高い事

業となっている。 

新な取り組みとして受入れ機関の環境整備や拡充の検討を進める。他市市民の受入体制

が整った実施機関と個別に契約することは可能と認識している。 

利用料の大幅引き下げなどで利用者が増加している。ニーズは高く、更なる充実が求め

られている。また、本市では未実施の訪問型の導入や対象月齢の拡充を図るべき。また、受け入

れ機関の拡充として他市の実施機関と提携し進めてはどうか。 
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背景 

質問 

答弁 

質問 

答弁 

質問 

答弁 

子育て支援について 

山本みちよ議員の一般質問より 

電子母子手帳の導入について 

妊娠時から子どもの成長や予防接種などを記録する母子健康手帳。災害時などにデータ

のバックアップもできることから電子化の導入が進んでいる。本市でも健康母子手帳の電子化を

図ってはどうか。 

有効性はあるものと認識している。他市、国、都の動向を注視し、本市のⅮＸ推進に沿っ

た検討を進めていく。 

産後ケア事業について 

一時預かり保育料の負担軽減

について 背景 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

有効性の高い帯状疱疹ワクチン接種について、都の包括補助事業を活用し、本市の予防

接種補助制度を導入してはどうか。 

加齢により 50 歳以上、特に 80 歳以上の 3 人に１人が罹患するといわれる帯状疱疹。罹

患者の 2割は帯状疱疹後神経痛になる可能性があり長期間、痛みが残る。公明党立川市議団は都

議会公明党と連携し、帯状疱疹ワクチン接種の補助事業導入に向け取り組んでいる。 

答弁 

質問 

市民の健康と生命を守るため

に 

その他の質問項目

 

帯状疱疹ワクチン接種の補助について 

都の補助事業は、現状の補助制度のメニューのひとつに帯状疱疹ワクチン接種を加える

としている。本市の活用できる枠を確認していく。 

 

家庭的保育室への支援について／子どもの権利を守るために ／微量アルブミン検査について 

／簡易聴覚チェッカーなどの活用について 

未来ある子どもたちのために 
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市内小中学校の不登校児童・生徒は増加傾向にある。支援体制として教育支援センターの

強化、また、ＳＳＷ等を活用した支援を行うとしている。 

教育支援センターの役割りはさらに重要となってくる。通室のための環境整備や支援体

制も必要と考える。また、不登校となる要因が複雑化していることから家庭環境などにも目を向

けた支援が必要ではないか。 

家族を含めた支援の必要性は認識している。他の課と連携した重層的支援の在り方を検

討していく。 

質問 

答弁 

不登校対策について 

背景 

接種の勧奨差し控えの期間もあったことから、接種を決めかねている方、また、9価ワク

チンを待っている方たちに対する情報提供は重要である。全対象者に対する確実な案内通知を行

うべき。 

毎年約 1万人の女性が罹患し、約 3000人の命が奪われている子宮頸がん。

予防効果のあるＨＰＶワクチン接種の積極的勧奨（キャッチアップ接種も含む）

が令和 4年 4月より開始後、接種数は増加。令和 5年度からは 9価ワクチン(9種

類の型の感染を防ぐ)も定期接種の対象となる。 

主張 

９価ＨＰＶワクチン接種の勧奨通知について 

背景 

背景 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんの声が実現しました♪♪ 

 道路標示の引き直し 

 『飛び出し注意』看板を設置 

若葉町 3丁目。以前より要望のあった『飛び

出し注意』看板が設置されました。 

 点滅式路面表示灯 

若葉町 2丁目。 

点滅式路面表示灯の取替えが完了しました。 

 

 歩道のポール 再設置 

 消火器ケースの取替え完了 
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若葉東大通りの歩道。ポールの再設置が完了し

ました。 

。 

 

栄町 5丁目。劣化した消火器ケースの取替え

が完了しました。 

燃やせるごみ専用袋を全戸配布 

立川市は、市内全世帯を対象に燃やせるごみ専用袋の無料配布を行います。 

物価高騰の影響を受けている市民への支援事業として行うもので、１～2 人世

帯には 30枚、3人以上世帯には 60枚の小袋(10ℓ)が、本年 3月中にポスティン

グされます。公明党立川市議団が、市独自でできる全世帯への支援として提案

し実現しました。 

 

幸町 3丁目の住宅街。薄くなった道路標示が

引き直されました。 

 

立川市キャラクターのくるりん誕生から 10 周年を

迎えました！今年は卯年。「うさぎの子」くるりん

の活躍が楽しみですネ。 

 

＼トピック／ 

立川市 HP より 


